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＜週間予定＞

· １月３１日（火）･･･大久保　まつゑ様が１１時より介護認定調査予定となっていま　

す。

· ２月１日（水）･･･皮膚科診察があります。

· ２月３日（金）･･･長坂　才次郎様、家族・Ｎｓ同伴にて岸原病院受診の予定です。

　　　　　　　　　　歯科受診があります。南病棟では鈴木　サダ様が上義歯の修理の

為受診予定となっています。

· ２月４日（土）･･･久保田　トミエ様が１３時より介護認定調査予定となっています。

＜連絡事項＞

· 異動希望書を提出されていないスタッフは、１月３１日までに必ず提出して下さい。

· 松浦　佐恵子様･･･ご家族の方が面会に来られ、失禁が多いため衣類が足りなくなって　　
いる事心配されており、ズボンを持参されています。スタッフより、以前に比べトイレの場所が分からなくなり失禁が目立っている事伝えています。ご家族よりオムツ使用の承諾いただきましたのでオムツを使っていくことになります（テーナパンツプラスＭ）。今後オムツ使用となりますが、トイレ誘導行い、失禁を少なくしトイレで排泄できるようケアして行きましょう。

· 細越　国雄様･･･お茶パックを渡してしまうと２杯という約束を守れず何杯も飲んでし　　　まわれる為、今後はお茶の希望があった際はその都度スタッフがお茶を作り渡していくよう統一して行きましょう。

＜主治医ケースカンファレンス＞

· 長坂　才次郎様･･･岸原病院より入院中粘液便あった為便検査したところMRSAであると　　　

の報告を受けています。便の状態を観察し、下痢が続く場合は偽膜性大腸炎の可能性がります。食事介助やオムツの交換後などケアを行った際は、必ず手洗やうがいをし、消毒を徹底して行きましょう。

· 長根　實様･･･肺炎症状安定してきています。今週末まで様子観察し、状態改善された

ら観察室ではなく南CDユニットに戻っていただく予定です。

· 長根　斑男様･･･収縮期血圧が100mmhg以下の場合はゆっくり行動するよう心がけてい　

ただき、必要時には声がけしていきましょう。

· 長根　矢一様･･･発熱はありませんが湿性咳嗽が続いているので、悪化予防の為

　　　　　　　　　クラビット（100）２T　２×nde　朝から３日分　（飲みきり止め）処方となっています。

※感染状況が落ち着いてきている為、今後もケア後の手洗い、うがいを徹底して行きましょう。

＜内科診察＞

· 奥利　うめ様･･･１月２３日の深夜帯での発熱後より、発熱見られないため臨時薬（サ

マセフ・カロナール）止めとなります。」

· 見付　喜久様･･･ラシックス（40）１Ｔ　アスパラＫ　２Ｔ　１×朝（１/３１～）７日

分継続処方となっています。

· 松浦　佐恵子様･･･ラシックス（40）１Ｔ　アスパラＫ　２Ｔ　１×朝（１/３１～）７

日分継続処方となっています。

· 河村　勝男様･･･シンラック１本処方となっています。続けて排便状況観察して行きま

しょう。

＜心理検査報告＞

· 大久保　まつゑ様･･･徘徊している本人様へ話しかけ、返答聞かれているが検査室への　　

移動の促しには「なんもできねぇ」と話し応じられず。Ｄホールにて問題の実施をしているが、ホールにいる患者様を気にされたり立ち歩きやドアノブいじりなど見られ問題に集中できない為検査を中断しています。

· 前野　好三様･･･検査へは拒否無く応じられ実施している。体調は疲れなどの訴えも聞　　　

かれず。ＭＭＳ１９点　ＨＤＳ－Ｒ１６点

＜看護業務改善点の提案＞

· 金曜日は準夜勤務者３名のうち学生２名で、その為１６時には出勤されず、軟膏や布団など敷くのは準夜勤務者１名で大変である。

改善策として･･･遅番Ｂの人が一緒に行う。スタッフ配置が困難であり、遅番がつけない場合は各ユニットでの軟膏など行う。

＜褥創評価＞

· 橋本　万様･･･状態変わりなく経過されている。続けてラップ療法実施する。

· 永洞　恭子様･･･状態変わりなく経過されている。続けてラップ療法実施する。







































































































